
Asの用法まとめ 例文プリント 

（授業で全部できなくてごめんね。授業の尺と黒板のサイズ的に無理でした。） 

 

・接続詞 

１：～であるが（倒置が起こる・Though で書き換え可） 

  Good as he is, he will never be the leader of this team. 

= Though he is good, he will never be the leader of this team. 

（訳：彼はいいやつだが、決してこのチームのリーダーにはならないだろう。） 

 

２：～なので（Since で書き換え可） 

  As I didn’t have money, I couldn’t buy a magazine. 

= Since I didn’t have money, I couldn’t buy a magazine. 

（訳：お金を持っていなかったので、雑誌を買えなかった。） 

 

３：～するにつれて（become, get, grow などの動詞+比較級でつかわれる ） 

As it grew darker, it became colder. 

(訳：暗くなるにつれて、いっそう寒くなった。) 

 

４：～する時に（When やWhileと書き換え可。） 

  As I entered the room, they applauded. 

= While I was entering the room, they applauded. 

(訳：私が部屋に入っていったとき、彼らは拍手をした。) 

※この意味での asは同時性を表すので、when よりは while、あるいは分子構

文の付帯状況の方で書き換える方がよい。Whenでこの例文を書き換えると、「部

屋に入るという動作が終了してから拍手が起こった」、というニュアンスである。 

 

・前置詞（１と２は文型の違いに留意すること。） 

１：～として(S V O as Cの形。つまり目的格補語を導く。) 

I regard him as a friend of mine. 

(訳：私は彼を友人と考える。) 

I view her advice as valuable. 

(訳：私は彼女のアドバイスを価値のあるものと考える。) 

 

２：～として（後ろに役職・職業を持ってくる場合。冠詞が落ちることもある。） 

She worked as (a) maid and cook for him. 

(訳：彼女は彼のメイド兼料理人として働いた) 



Who is going to act as chairman of this committee? 

(訳：誰かこの委員会の議長を務めますか？) 

 

３：～の時に、～の頃（完了形とともに用いられる。） 

 As a young man, he had taught Math in Africa. 

(訳：若い頃、彼はアフリカで数学を教えていた。) 

 

・副詞 

１：～と同じくらい（比較級の原級。文脈から明らかな場合、後置する as節を

省略することもある。） 

John swims fast, but Mary can swim just as fast (as John) 

(訳：ジョンは速く泳ぐが、メアリーも全く同じくらい速く泳ぐ) 

 

・関係代名詞 

１：～と同じくらい（as A as Bの形で用いる。冠詞の語順が変わることに注意。） 

I think that the president of that company is as great an entrepreneur as 

ever lived.                    ↑冠詞の語順に注意 

(訳：その会社の社長は人類史上最高の企業家だと思います。) 

 

２：～するような…(such A as Bの形で用いる。) 

Excuse me, but do you have such a car as runs on water? 

(訳：すいません、水で走るような車を売っていますか？) 

 

３：～と同じような(the same A as Bの形で用いる。) 

This personal computer has the same function as mine has. 

(訳：このパソコンは私のと同じような機能を持っている。) 

 

４：継続用法としての as (継続用法は当然覚えてるよね？？阪大を受けるなら継

続用法知らないなんて許されません！) 

I had been followed by someone, as I realized later. 

(訳：後で気が付いたのですが、私は誰かに尾行されていたのです。) 

※同じ継続用法をとる whichと異なる点として、主節より前に来ることがある。

その最たる例が ”As is the often the case with~(~にはよくあることだが)” 

 

As is often the case with her, my sister Kate mixed up salt with sugar 

again. 



(訳：彼女にはよくあることだか、姉のケイトはまた塩と砂糖を間違えたんだよ。) 

 

 


